




























































































































































































































































































































































































































































































































































 24 梅棹は、北海道にはそうした「つよい自己志向性のながれ」があるという（梅棹「北海道独立論」、169頁） 。






































































































































































































































































































































































































































































































































※本稿は 2016年 6月 2–4日にカリフォルニア大学ロサン
ゼルス校で開催された Third Annual UCLA Trans-
Pacific Symposium: The Politics of Life and Deathに
おける発表（“Democracy of the Abandoned: Umesao 
Tadao’s ‘Independence Theory of Hokkaido’”）をもとに
執筆された。平野克弥氏と Gavin Walker氏に記して感
謝したい。
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